
 
令和７年度  ３月号 

 

蕨市中央６－８－２５ 

℡ ４４２－２６７２ 

学級数 １３ 

児童数 ３７６名 

 

年度末を迎えて  
校長  板橋 利行 

まだ朝は寒い日も多いながら、日差しや空気に春

の気配を感じるようになりました。本格的な春が近

づいてきているようです。 

卒業に向けて 

先週金曜日に埼玉県原爆被害者協議会の木内

恭子様をお招きして、６年生が被爆体験講話を聞く

ことができました。昨年は戦後８０年という節目の年

で、メディアでも大きく取り上げられましたが、子供た

ちは、この３学期に社会科の「長く続いた戦争と人々

のくらし～新しい日本、平和な日本へ」という単元で

学んだところです。今回、当時のことを直接お話い

ただけたことで、戦争の恐ろしさや平和の大切さに

ついて深く考える貴重な時間をもてました。 

そして、６年生はいよいよ「卒業」を迎えます。本校

の特徴として進学先の中学校が分かれます。惜別

の思いと新たな希望を胸に、巣立っていくのだと思

います。中学校生活に対して不安と期待が入り混じ

るのは当然ながら、これまで本校のリーダーとして

活躍してきた第７２回卒業生。これから、練習が始ま

りますが、誇りと自信をもって、全員が希望あふれる

未来に向けて歩みを進めることを強く願い、すてき

な式になることを期待しています。 

いよいよ年度末に 

この１年間を振り返ってみると、各学年の子供た

ち一人一人が大きく成長していることがわかります。

授業を中心にたくさん学び、運動もして、多くの行事

や学級活動をとおして豊かな心も育まれています。

音楽朝会や年度末授業参観でもご覧いただけたも

のと思います。 

今月末には通知表をお渡しします。そこには、この

１年間のまさにあゆみが記されていますので、ぜひ

ご家庭でお子様の成長を一緒に確かめていただき

たいと思います。その際にお願いしたいことがありま

す。それは、兄弟姉妹や他の子と比較しないで欲し

いということです。「もっと頑張るぞ」とは必ずしもな

らず、比較されて相手よりできていないと思うことで、

自尊心が低下し、自信を失いやすくなります。 

それよりも、その子の「成長」や「伸び」に視点を当

てて欲しいのです。どの子も必ずありますので、それ

を一緒に確かめつつ、１つ学年が上がる４月からの

課題について触れてください。ポイントは、本人がど

う考えているか、それを聞いてあげることだと思いま

す。「こうしなさい。」と言うのは簡単かもしれません

が、自分がどう考えていて、どうしたいのか、それを

自分なりに話せるようにできたら、それを支えてくだ

さい。子供も自分なりにいろいろと考えているはず

ですから、一人一人が学年をステップアップする自

覚をもち、目標に向けて努力を続け、さらに成長して

いって欲しいと思います。 

 

今年度も残りひと月となりました。保護者・地域の

皆様には、この一年間本校の教育活動に対しご理

解、ご支援を賜りまして誠にありがとうございました。 

 

最後に、年度末になりますが、お子様のことで何

か心配なことがあればぜひ学校にご相談いただき

たいと思います。相談しにくい場合には、学校以外

の相談窓口をぜひご活用ください。 


